
ty

力
き
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　ゴミは生活する中で、必ず出てきます。生

活水準が向上するにつれ、ゴミの量も増大し

ますます、ゴミ問題が深刻化しています。

　観光地や道路、公園の散乱ゴミはもとより、

家庭から出るゴミも大きな問題と言えます。

　ですから、このゴミ問題を解決し、きれい

な住み良い町にするためには、町とともにみ

なさん一人ひとりがゴミについて関心を持ち、

ゴミを上手に扱っていくように心掛けること

が、大切なことではないでしようか。

(写真は６月３日の統一環境美化キャンペーンより)
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統一美化キャンベーンに

　のべ5,841人が参加

関
東
地
方
環
境
美
化
運

動
の
日
｀
・
　
（
五
月
三
十
日
、
ゴ
ミ
ゼ

ロ
の
日
）
を
中
心
と
し
た
統
一
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
六
月
三
日
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
十
三
団
体
の
協
力
の
も

と
、
町
内
五
か
所
に
分
か
れ
「
空
き

缶
等
の
一
斉
収
集
」
及
び
、
ゴ
ミ
持

ち
帰
り
運
動
の
一
環
と
し
て
ゴ
ミ
袋

の
配
布
を
壬
生
バ
イ
パ
ス
人
目
で
、

マ
イ
カ
ー
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
各
地
で
も
統
一
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
旨
に
賛
同
さ
れ
、

六
月
三
日
を
中
心
に
二
八
十
一
自
治

会
で
地
域
内
の
清
掃
に
汗
を
流
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
下
都

賀
漁
業
協
同
組
合
千
生
支
部
で
も
五

月
二
十
日
黒
川
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

　
ほ
ん
と
う
に
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

◇
参
加
協
力
団
体
　
　
一
三
団
体

◇
協
力
参
加
自
治
会
　
六
▽
目
流
会

◇
延
べ
協
力
参
加
人
数

　
　
　
　
　
　
八
八
万
人

◇
収
集
実
績
　
全
休
量
。
号
七
ト
ン

　
・
空
き
缶
　
二
〇
、
八
〇
〇
個

　
・
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
ニ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
）

車塚の王生バイパス入□でゴミ持ち帰り運動の一環として
ゴミ袋をマイカーに配布しました。

ユニークな

　　幌つきの
｀ W

ステーション

上稲葉上町の峯

゛
Ｓゴ

町内61自治会でも清掃に汗を流されました

　　　　　　　　　(写真は幸町三丁目のみなさん)

　
上
稲
葉
上
町
の
峯
集
落
〒
九
戸
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
ト
ラ
ッ
ク
の
幌
付

荷
台
を
生
か
し
た
、
不
燃
ゴ
ミ
専
用

の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
不
燃
ブ
こ
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
近
く
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、

不
便
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
住

民
の
総
意
に
よ
り
、
中
古
品
を
買
い

取
っ
て
活
用
し
て
い
る
む
の
で
、
「
た

い
へ
ん
清
潔
」
と
好
評
で
す
。
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春
の
叙
勲

　
四
月
二
十
九
日
、
政
府
よ
り
平
成

二
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
緑
町
四
丁
目
の
三
浦
隆

さ
ん
が
、
永
年
に
わ
た
り
児
童
福
祉

業
務
に
尽
く
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、

勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

四
大
０
０
胞
四
回
～

三
浦
隆
氏
（
六
十
七
歳
）

　
　
緑
町
四
丁
目
二
番
六
号

　
三
浦
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一
年
に

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和

三
十
三
年
に
国
立
秩
父
学
園
に
奉
職

さ
れ
、
専
門
の
精
神
医
学
を
生
か
し

て
、
精
神
薄
弱
児
童
の
治
療
・
教
育

に
当
た
り
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
国

立
き
ぬ
川
学
院
、
さ
ら
に
昭
和
四
十

年
に
国
立
武
蔵
野
学
院
の
医
務
課
長

を
併
任
さ
れ
、
平
成
元
年
三
月
に
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
に
は
、
国
連
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
業

務
に
も
従
事
さ
れ
て
お
り
、
中
近
東

東
欧
・
北
欧
に
滞
在
す
る
な
ど
、
国

際
的
に
活
躍
・
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
晴
れ
の
栄
誉
あ
る
受
章
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

１

・

　

－

・

‐

－

－

－

自然に親しむ運動
　ｊ大官然の中でｿ=i･……………

　　気分をリフレッシュ

　　夏はやっぱりアウトドア。部屋に閉ヒ

　込も・てばかりいないで、思い･切って暑

　い日射しの中に飛び出してみましょう。

　しかも､=ふだん味わうことができない大

　沓態の中でい家族や友だち‥同士で･のんび

へり=す==ご=すこと=飽番の=は==9?=がかでレ鮭=かか。、

　・マナ＝を守って自然とふれあう

　○動物や植物をいヒめず、大切にする。

　＠自分の出したごみは必ず持ち帰る。

　＠案内板、指導標などには､いたずらしなし

　　自然はみんなのもの、みんなで守って

　自然を大切にしていきたいですね｡ﾀﾞ

人目のお子さんから

　支給されます

お問合せは福祉課児童福祉係�82－1234へ

　
児
童
手
当
は
、
お
子
さ
ん
が
二
人

以
上
に
な
ら
れ
た
家
庭
に
対
し
て
、

生
活
の
安
定
と
次
代
を
担
う
児
童
の

健
全
な
育
成
、
資
質
の
向
上
を
目
的

に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

児

る
方

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
、
二
人
目

以
上
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
義
務

教
育
就
学
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
収
入
が
一
定
限
度
額
内
の
場

今
に
限
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
自
分
の

お
子
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ
の
児
童

を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
病
弱
、
発
育
不
完
全
、
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
就

学
困
難
と
認
め
ら
れ
、
現
在
、
就
学

し
て
い
な
い
児
童
も
、
義
務
教
育
入

学
前
の
児
童
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、

〇
二
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
月
額
二
、
五
〇
〇
円

ｏ
三
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
か
ら

　
一
人
に
つ
き
月
額
五
、
〇
〇
〇
円

が
義
務
教
育
に
就
学
す
る
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
は
毎
年
、
二
月
、
六

月
、
十
月
の
計
三
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童

続
き

〈
児
童
手
当
認
定
請
求
書
〉

　
初
め
て
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
、
又
は
す
で
に
児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
方
（
受
給
者
）
で
町
外

か
ら
壬
生
町
に
移
っ
て
こ
ら
れ
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
児
童
手
当
認
定
請

求
書
を
役
場
福
祉
課
、
又
は
各
出
張

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
の
支
給
は
、
そ
の
認
定

請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
先
に
児
童
手
当
認

定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
を
補
完
す
る
も
の
と
し

て
、
児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当

し
な
い
た
め
、
児
童
手
当
が
受
け
ら

れ
な
い
被
用
者
、
公
務
員
の
う
ち
、

収
入
が
一
定
の
額
に
満
た
な
い
方
に

対
し
、
平
成
三
年
五
月
ま
で
の
期
間

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
支
給
額
は
児
童
手
当
と
同
額
で
す
。

特
例

　
手
続

手
続
き

手
当
と
同
様
の

手
続
き
で
す
。

　
な
お
、
特
例
給
付
の
受
給
者
が
被

用
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
「
特

例
給
付
受
給
事
由
消
滅
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問

　
介
せ
は
、
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
�
八
二
－
一
言
二
四
）
ま
で
。
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工大）
科　　　目 予算額 収入済額 収入率

冲　　税
　　　　　　千円

3,822,889
　　　　　　千円

3,683,992 　　％96.4

地方譲与税 213,000 237,616 １１５．６

利子割交付金 70,000 77,931 111 .3

誕§淫謬器 43,000 56,438 131.3

窮愁車原器 110,000 165,754 150.7

地方交付税 1，548,839 1,594,653 103.0

渠あ脳鉛蛮 10,000 8,611 86.1

分　担　金　及
び　負　担　金

71,319 71,315 99.9

靉|目Ｈ§ 89,903 96,738 107.6

国東皮脂金 339,551 173,856 51 .2

県支出金 300,934 264,352 87.8

財産収入 150,857 152,178 100.9

寄　附　金 100,002 100,000 99.9

繰　入　金 1，199,263 690,000 57.5

繰　越　金 506,575 506,575 100.0

諸　収　入 159,263 189,521 １１９．０

　　W　　W　　　Jr町　　　　債 301,500 16,800 ５．６

歳武者計 9,036,895 8,086,330 89.5

　
平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
七
三
厘
三
、
四
八
〇
万
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
六
回
の
補
正
予
算

を
組
み
、
当
初
に
比
べ
て
二
三
・
二

％
増
の
九
〇
厘
三
、
六
八
九
万
五
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の

収
入
貴
顕
は
、
八
〇
厘
八
、
六
三
三

万
円
で
歳
入
予
算
額
の
八
九
・
五
％

に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
支
出
済
顕

は
、
六
七
厘
一
三
四
万
一
千
円
で
予

算
額
に
対
し
て
七
四
・
二
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
表
の

と
お
り
で
す
。

町税(収入済額)の内訳
特別土地保有税1.2％
4,560万9千円

.旧法による税3,671万3千円1.0％

予算額11億9,446万円

収入済額　6億2,051万円

支出済額　8億3,080万円

(※収支の不足額は､一般会計から運用しました､)

予算額12億ﾌ,626万円

収入済額10億7,280万円

支出済額11億4,878万円

(※収支の不足額は、一般会計から運用しましたo)

予算額15億9,763万円

収入済額15億6,255万円

支出済額12億9,645万円
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初
回

－－・　
　
　
白
（
句

科　　　　　目 予算額 支出済額 執行率

議　会　費 　　　　千円137,629 　　　千円135,179

845,461

　　％98.2

総　　務　　費 1,835,803 46.1

民　　生　　費 541，755 515,019 95.1

.衛　ご生ﾉ ニご費,、 1,079,212 836,192 77.5

回労…J………働白白玉石臣
固　　　　　……,費， 19,807 18,466 93.2

農林水産業費 347,938 218,504 62.8

商　　工　　費 　127,549

2,883,483

74,837 58.7

土　本　費 2,266,210 78.6

_消　防一発 339,937 336,386 99.0

ｊ教コ言面］ 1冊臼責
1,047,381 921､768 88.0

９災三1畝回復□

ﾂﾞﾝ1きQ″｀゛ft?･･に､゛にゝ4｀、
日]費j 5,650 515 ９．１

回公　債‾費 654,772 532,804 8凱４

諸　支　出　金 ３

予　　備　　費 15,976

% ♂ ♂ % ? ♂ % ♂ ♂ % % ♂ ♂ % % ♂ ♂ % ♂ % % ♂ ♂ % % ♂ ♂ % % % % ♂ ♂ % % ♂ 占 % ♂ ♂ 占 % ♂ % ♂ - % ♂

占 % ♂ 占 % - % ♂ 占 % % ♂ － ♂ 占 ♂ 占 % % ♂

♂ 占 ％ 心 % 　 － ♂

臼

歳｀出｀金言|計］ 9,036,895 6,701,341 74.2

145万円

158万円

136万円

y………J:Jj=国谷土y地区ﾉﾌ，

レノ両整理事癩ﾚ1ﾑ

予算額

収入済額
--
支出済額

2,863万円

2,594万円

2,594万円

　
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
か
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
。

　
「
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
年
二

回
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
公
表
は
、
平
成
元

年
度
の
予
算
の
う
ち
、
平
成

元
年
十
月
か
ら
平
成
二
年
三

月
末
ま
で
の
下
半
期
の
財
政

状
況
で
す
。

　　　‰水≒ﾌﾞ道/………J11,事∠し業回

　　　　φ,‘.･.'･,'..･.･，=゛,･y.'･.-.'･:',･'.'･.･,･1･..已.'

　　資本的収支　　　　収益的収支

予　算　額　慢6,599万円　予　算　額　4億1,531万円

資本的収入　　5,398万円　事業収益　4億4,778万円

-

資本的支出　1億5,481万円事業費用　繕9,575万円

　　　　　■㎜㎜㎜■■■■㎜■㎜㎜　　　　　　　　㎜■㎜■･■㎜■㎜㎜㎜
　※資本的収支の収入額が，支出額に不足する額は，過

　年度及び当年度分損益勘定留保資金，建設改良積立

　金及び当年度消費税収支調整額で補てんしました。

予算額
-

収入済額
一-
支出海額

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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介の３分の１になりますが、将来

　　資力が回復したとき、10年以

　　　　内であれば保険料を納め）　　　　　

ることができます。

「
古
潭
巌
・
ｍ
壬
生
」
７
月
１
日
（
日
）

心y

　
来
た
る
七
月
一
日
盲
）
「
新
し
い

タ
イ
プ
の
正
統
派
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
」
の
古
潭
　
巌
さ
ん
を
迎
え
て
、

古
潭
巌
’
ｍ
壬
生
″
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

夜
々
の
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

　
初
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
す
ば

ら
し
い
音
楽
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時
　
７
月
１
日
盲
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
３
０
分
開
演

◇
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館

◇
入
場
料
　
前
売
券
２
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
全
自
由
席
）

〈
〉
前
売
所
　
壬
生
中
央
公
民
館
、
稲

　
　
　
　
　
葉
・
南
犬
飼
各
出
張
所

◇
お
問
合
せ
は
、
壬
生
中
央
公
民
館

　
�
賠
Ｏ
１
０
８
ま
で

㈱低減枇の/

/い/ろ/い/ろ/⑩

不動産取得税の

　　納税について

　
七
月
は
、
平
成
元
年
中
に
家
屋
を

新
築
又
は
増
改
築
し
た
方
に
、
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
（
納

期
限
は
七
月
三
十
一
日
）

　
栃
木
県
税
事
務
所
か
ら
七
月
中
旬

ご
ろ
に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
栃
木
県
税
事
務
所

不
動
産
取
得
税
係
竺
？
）
４
１
１
へ
。

　
税
務
職
員
募
集

　
人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
税
務
職

員
（
税
務
大
学
校
生
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
税
務
職
員
に
は
、
仕
事
の
性
質
上

豊
か
な
人
間
性
と
高
度
な
専
門
知
識

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
家
公
務
員
採
用
ｍ

種
試
験
（
税
務
）
に
合
格
し
採
用
さ

れ
た
方
は
、
採
用
と
同
時
に
全
員
が

税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
約
一
年
間

大
学
水
準
の
教
養
と
税
務
職
員
と
し

て
必
要
な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た

め
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
入
校
後
は
、
全
員
学
寮
生
活
を
し

研
修
中
の
給
与
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
採
用
試
験
ｍ
（
税
務
）
〉

▽
受
験
資
格

　
昭
和
４
５
年
４
月
２
日
～

　
　
　
４
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▽
試
験
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

▽
受
験
申
込
受
付
期
間

　
７
月
４
日
玉
子
７
月
付
具
水
）

　
ま
で
に
、
人
事
院
関
東
事
務
局
へ
。

▽
試
験
日
と
試
験
内
容

　
第
一
次
試
験

　
・
９
月
３
０
日
（
懸
、
教
養
試
験
、

　
　
適
性
試
験
及
び
作
文
試
験

　
第
二
次
試
験

　
・
Ｈ
月
７
日
永
Ｔ
1
1
月
２
０
日
（
火
一

　
　
ま
で
の
一
日
、
人
物
試
験
及
び

　
　
身
体
検
査

　
く
わ
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
(
1
;

鴎
０
８
８
５
）
又
は
関
東
信
越
国
税

局
人
事
第
二
課
〔
｀
一
〇
３
（
２
２
１
）

３
９
１
１
〕
へ
。

１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章
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食事と健康⑩
塩
、
一
日
一
〇
グ
ラ
ム

　
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
、
国
民
栄

養
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
人
に
と
っ
て
一
番
気
に
な
る

の
は
、
食
塩
の
摂
取
量
で
す
ね
。
今

回
の
調
査
で
は
、
全
国
平
均
が
Ｉ
子

ニ
グ
ラ
ム
な
の
に
対
し
、
栃
木
県
を

含
む
関
東
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
は
Ｉ
人
一
日

あ
た
り
百
万
四
グ
ラ
ム
で
し
た
。

脳
卒
中
死
亡
率
ワ
ー
ス
ト
ー
と
い
う

汚
名
を
ま
だ
返
上
で
き
な
い
栃
木
県

で
す
が
、
塩
分
を
控
え
、
良
質
な
夕

≒
ハ
ク
質
を
摂
取
す
る
よ
う
に
気
を

っ
け
れ
ば
、
脳
卒
中
は
ず
い
ぶ
ん
滅

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
労
働
や
運
動
な
ど
に

よ
り
汗
を
流
し
ま
す
。
そ
し
て
、
汗

と
い
っ
し
ょ
に
塩
分
も
出
る
の
で
、

し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
を
食
べ
て
い
い
ん

だ
と
考
え
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
す
。
事
実
、
汗
を
か
い
た
後
は
、

濃
い
昧
が
好
ま
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
の
体
に
と
っ
て
塩
分
は
必
要

で
す
が
、
食
事
か
ら
摂
取
す
る
塩
は

一
日
一
グ
ラ
ム
程
度
で
充
分
と
い
わ

れ
ま
す
。
汗
と
い
っ
し
ょ
に
出
る
塩

分
は
び
び
た
る
も
の
で
す
か
ら
、
水

を
補
給
し
て
も
塩
分
を
補
給
す
る
必

要
は
な
い
の
で
す
。

　
厚
生
省
で
は
、
『
一
人
一
日
あ
た
り

一
〇
グ
ラ
ム
以
下
』
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
ご
は
ん

十
み
そ
汁
十
つ
け
も
の
」
と
い
う
日

本
型
食
事
ス
タ
イ
ル
と
濃
厚
な
昧
の

加
工
食
品
の
増
加
傾
向
を
考
慮
し
た
、

第
一
歩
め
の
目
標
値
な
の
で
す
。
ち

な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
五
グ
ラ
ム

以
下
を
目
標
に
お
い
て
い
ま
す
。

　
塩
分
は
、
調
味
料
だ
け
で
な
く
、

自
然
食
品
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
自
然
食
品
の
持
味

を
生
か
し
た
旨
味
″
に
心
が
け
、

加
工
食
に
頼
ら
な
い
で
、
調
理
の
工

夫
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

ま
ず
、
『
一
ロ
ニ
○
グ
ラ
ム
以
下
』

の
目
標
値
を
ク
リ
ア
ー
で
き
る
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

☆
食
物
と
栄
養
に
つ
い
て
「
こ
ん
な

こ
と
を
知
り
た
い
ノ
と
い
う
も
の

が
あ
れ
ば
、
ご
要
望
に
お
応
え
い
た

し
ま
す
の
で
、
左
記
栄
養
士
ま
で
ご

進
路
く
だ
さ
い
。

◇
福
祉
課
（
�
八
二
－
Ｔ
一
三
四

　
内
線
一
言
一
番
）
栄
養
士
ま
で
。

図

り⑩

四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
の

　
駐
車
場
所
が

　
変
わ
り
ま
し
た

　
現
在
、
町
内
７
か
所
を
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
駐
車
場
所
が
、
一
部

次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
稲
葉
地
区
公
民
館
↓
稲
葉
小
学
校

　
巡
回
当
初
か
ら
稲
葉
地
区
の
皆
さ

ん
よ
り
「
小
学
校
に
来
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

先
月
開
か
れ
ま
し
た
図
書
館
協
議
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

早
速
６
月
の
巡
回
か
ら
稲
葉
小
学
校

に
場
所
を
移
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ｎ
二
層
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
場
所
に
つ
い
て
は
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
四
ゆ
う
が
お

・
み
ぶ
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
は
、
皆
さ
ん
の
本
棚
で
す
。

図
書
館
が
愛
さ
れ
、
そ
し
て
、
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
大

切
に
し
て
お
応
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
て
、
大
人
の
］

利
用
が
ま
だ
低
ぃ
よ
う
で
す
。
月
二

回
で
午
後
の
二
時
間
だ
け
、
と
い
う
一

不
便
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
新
刊
の
一

小
説
・
随
筆
な
ど
の
文
芸
言
を
は
じ
Ｉ

め
、
手
芸
・
料
理
・
園
芸
・
健
康
こ

ぃ
っ
た
実
用
言
も
用
意
し
て
い
ま
す
・
一

　
お
近
く
の
方
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
一

　
○
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
　
　
　
の
巡
回
予
定
　
　
　
一

〇
７
月
４
日
（
水
）
稲
葉
小
学
校
　
一

〇
７
月
５
日
（
木
）
藤
井
小
学
校
　
一

〇
７
月
一
目
日
（
水
）
安
塚
小
学
校
　
］

ｏ
７
月
１
２
日
（
木
）
壬
生
東
小
学
校
一

〇
７
月
１
３
日
（
金
）
羽
生
田
小
学
校
一

〇
７
月
１
８
日
（
水
）
壬
生
北
小
学
校
一

〇
７
月
１
９
白
（
木
）
お
も
ち
ユ
ま
ち
駅
束
一

　
巡
回
時
間
午
後
２
時
～
４
時
ま
ご

　
な
お
、
夏
休
み
期
間
中
の
各
小
学

校
へ
の
巡
回
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
城
址
公
回
に
あ
る
図
書
館
を
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

；

；

１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります壬生町民憲章
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ノ
・
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
・
。
－
。
一
’
レ
レ

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
晴
れ
の
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

篠原善一郎さん－さん荒川鯉沼　三男さん

-

中
央
公
民
館
で

前
期
合
同
開
講
式

　
壬
生
中
央
公
民
館
で
は
、
近
年
の

生
涯
学
習
熟
の
高
ま
り
の
中
で
、
そ

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
各
種
学
級
・

講
座
一
九
を
開
設
し
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
十
日
、
同

公
民
館
で
約
二
五
〇
人
の
受
講
生
が

出
席
し
て
、
前
期
学
級
・
講
座
教
室

合
同
開
講
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

宇
都
宮
放
送
局
放
送
両
部
長
の
阿
部

和
章
先
生
を
講
師
に
招
き
、
「
楽
し

く
学
ぶ
」
生
涯
教
育
を
通
し
て
と
題

し
、
テ
レ
ビ
放
送
の
経
験
か
ら
の
お

話
に
、
受
講
生
た
ち
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
耶
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
（
脂
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

〔
レ

‘
　

１
。
－
－
－
－
－
－
’
一
’
。
－
レ
ド
�
□
川
州
―
－
『
『
－
－
、
。
－
－
。
－
－
ド
ゾ
�
づ
言
言
１
１
－
－
－
０

木
目
込
人
形

　
全
国
展
で
全
員
入
賞

十
七
名
の
「
ゆ
う
が
お
の
会
」
の
み
な
さ
ん

　
木
目
込
人
形
づ
く
り
に
取
組
ん

で
い
る
「
ゆ
う
が
お
の
会
」
　
（
高
橋

田
鶴
代
表
）
で
は
、
五
月
十
三
日
ま

で
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
展
に
十

七
人
が
出
品
し
、
個
人
作
品
や
グ
ル

ー
プ
作
品
が
特
別
賞
、
技
能
賞
な
ど

に
そ
ろ
っ
て
入
賞
す
る
と
い
う
好
成

績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
昭
和
六
十
年
度
に
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
た
「
生
き

が
い
講
座
」
を
修
了
し
た
方
た
ち
を

申
心
に
、
自
主
的
に
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
毎
週
一
回
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
講
師

の
百
瀬
綾
子
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け

て
い
ま
す
。

厚生大臣から表彰

ｏ篠原善一郎さん

Ｏ荒川　　一さんの３氏

○鯉沼　三男さん

　
永
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
が
、
厚
生
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
六
月
一
日
、
県

公
館
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
篠
原
善
一
郎
さ
ん

　
（
安
塚
中
央
）
、
荒
川
一
さ
ん
玉

通
町
）
、
鯉
沼
三
男
さ
ん
（
国
谷
こ

の
３
名
の
方
が
、
十
五
年
以
上
民
生
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一

　
町
農
業
委
員
会
（
荒
川
巌
会
長
）
で
は
、
韓
国
に
お
け
る

干
瓢
栽
培
の
状
況
を
視
察
す
る
た
め
、
四
月
二
十
三
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
の
四
日
間
に
わ
た
り
、
荒
川
会
長
以
下
二
十

三
名
か
ら
な
る
韓
国
研
修
旅
行
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
そ
の

報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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成
田
空
港
を
飛
び
立
っ
て
二
時
間

余
り
、
雨
を
含
ん
だ
重
た
そ
う
な
雲

の
中
を
突
き
破
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
ボ

機
は
雨
上
が
り
の
金
浦
空
港
に
着
陸

し
た
。

　
先
ず
、
目
に
入
っ
た
ハ
ン
グ
ル
文

字
に
異
国
を
感
じ
、
「
金
星
」
と
い

う
韓
国
企
業
の
漢
字
看
板
に
安
ら
ぎ

を
覚
え
、
そ
し
て
、
出
迎
え
て
く
れ

た
ガ
イ
ド
兼
通
訳
の
姜
さ
ん
の
流
暢

な
日
本
語
に
、
研
修
の
成
功
を
予
感

し
た
。

　
今
回
の
農
業
委
員
研
修
の
メ
ー
ン

は
、
二
日
目
の
干
瓢
生
産
農
家
の
青

年
た
ち
と
の
懇
談
会
で
あ
っ
た
。

　
清
州
近
郊
の
青
年
五
人
が
、
我
々

を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
韓
国
の

伝
統
的
な
オ
ン
ド
ル
（
床
暖
房
）
の

部
屋
で
車
座
に
な
り
、
途
中
、
会
食

を
共
に
し
な
が
ら
、
干
瓢
に
ま
つ
わ

る
意
見
交
換
や
農
業
事
情
な
ど
に
つ

い
て
、
二
時
間
半
に
わ
た
っ
て
話
し

合
っ
た
。

　
当
地
で
は
、
昨
年
ま
で
二
十
年
く

ら
い
干
瓢
裁
培
を
行
っ
て
お
り
、
高

度
な
栽
培
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

よ
う
だ
。
し
か
し
、
販
売
目
途
が
立

た
ず
、
今
年
は
裁
培
を
見
合
わ
せ
る

と
の
事
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
他
の
農
作
物
と
し
て
は
、
米

を
中
心
に
葉
タ
バ
コ
、
高
麗
人
参
の

栽
培
を
行
い
、
農
業
収
入
は
明
確
に

判
断
で
き
な
い
が
、
物
価
な
ど
か
ら

見
て
日
本
と
同
水
準
に
思
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
）

　
ま
た
、
農
業
基
幹
労
働
力
の
減
少

具
体
的
に
は
農
村
の
青
年
が
都
会
へ

流
れ
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
労
働
力

の
高
齢
化
が
進
む
反
面
、
米
の
増
産

状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
機
械
化
が

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
現
状
の
も
と

で
、
今
後
の
農
業
を
真
剣
に
模
索
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
余
談
で
す
が
、
懇
談
中
に
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
青
年
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

先
輩
の
前
で
は
決
し
て
タ
バ
コ
を
口

に
し
な
い
と
い
う
。
か
た
く
な
と
言

う
か
、
古
風
な
習
慣
が
今
で
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
一
面
を
も

っ
た
韓
国
の
農
村
社
会
は
、
今
、
古

農業について韓国青年と懇談

い
社
会
か
ら
新
し

い
農
村
社
会
に
変

わ
ろ
う
と
し
て
い

る
真
最
中
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
経

済
が
急
成
長
し
、

道
路
網
の
整
備
に

よ
り
、
農
村
の
環

境
も
変
化
し
、
セ

マ
ー
ル
（
新
し
い

サ
運
動
に
よ
り

近
代
化
さ
れ
っ
っ

あ
る
姿
が
、
随
所

で
我
々
の
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。

　
我
々
農
業
委
員

会
の
一
行
は
、
北
西
部
の
首
都
ソ
ウ

ル
を
起
点
と
し
、
清
州
、
太
郎
、
慶

州
を
経
て
南
東
部
の
港
町
釜
山
を
終

点
と
す
る
、
韓
国
縦
断
の
短
い
旅
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
滑
走
路
を
思
わ

せ
る
高
速
道
路
の
車
窓
か
ら
眺
め
る

山
々
に
、
朝
鮮
動
乱
の
爪
跡
を
残
す

も
の
の
、
市
街
地
は
片
側
四
車
線
の

街
路
と
街
並
み
。
名
所
旧
跡
で
出
合

う
小
・
中
学
生
の
明
る
く
お
お
ら
か

な
立
居
振
る
ま
い
。
公
園
の
ベ
ン
チ

で
日
本
語
の
教
科
書
に
目
を
通
し
て

い
る
専
門
学
校
の
生
徒
。
我
々
が
片

言
の
英
語
と
日
本
語
で
語
り
掛
け
る

と
、
憶
す
る
こ
と
な
く
近
づ
い
て
き

て
し
は
し
の
会
話
。
別
れ
際
に
一
つ

覚
え
の
「
コ
マ
ツ
ス
ン
ニ
ダ
（
あ
り

が
と
う
）
」
に
応
え
て
手
を
振
る
人

た
ち
。
垣
間
見
た
゛
こ
ん
な
光
景
に
も
、

日
本
を
目
標
に
、
ま
さ
に
脱
皮
し
っ

つ
あ
る
新
し
い
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る

反
面
、
生
み
の
苦
し
み
と
い
う
か
、

内
在
す
る
諸
問
題
も
抱
え
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
爽
や
か
で
有

意
義
だ
っ
た
旅
の
Ｉ
Ｊ
マ
と
し
て
、

普
段
慣
れ
な
い
お
み
や
げ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
に
励
む
姿
を
、
是
非
、
家
族
に

も
見
せ
た
か
っ
た
。
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「
昔
、
馬
具
商
を
や
っ
て
い
た
ん

で
す
が
、
な
か
な
か
忙
し
く
て
ね
、

コ
ー
か
町
村
は
行
き
ま
し
た
か
ね
」
と

話
す
信
三
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
は
、

今
で
も
当
時
の
仕
事
の
関
係
で
「
に

ぐ
ら
や
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

六
年
前
に
安
塚
か
ら
移
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
「
こ
ち
ら
へ
来
て
も
昔
か
ら

の
友
だ
ち
は
多
い
で
す
よ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
妻
の
シ
ヅ
さ
ん
（
七
十
歳
）
は
、

石
橋
町
石
町
に
生
ま
れ
、
壬
生
に
未

ら
れ
て
三
十
一
年
目
に
な
り
ま
し
た

が
、
信
三
さ
ん
と
二
人
し
て
、
今
ま

で
病
気
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

お
元
気
な
ご
夫
婦
で
す
。
シ
ヅ
さ
ん

の
楽
し
み
は
、
月
二
回
国
谷
公
民
館

で
カ
ラ
オ
ケ
好
き
な
十
二
、
三
人
の

仲
間
と
集
ま
っ
て
、
好
き
な
歌
を
う

た
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
七
十
の
手

習
い
で
、
週
一
回
習
字
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
信
三
さ
ん
は
趣
味
が
四
つ
あ
り
ま

す
。
野
球
を
観
る
こ
と
、
バ
イ
ク
に

乗
る
こ
と
、
将
棋
を
さ
す
こ
と
、
そ

し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
特
に
、
カ

ラ
オ
ケ
は
家
に
す
ご
い
機
械
が
あ
り
、

常
に
新
し
い
曲
を
買
い
求
め
て
は
歌

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
酒
、
タ
バ
コ
を
や
ら
な
い
信
三
さ

ん
で
す
が
、
野
菜
が
嫌
い
で
そ
の
中

で
も
お
し
ん
こ
は
だ
め
だ
そ
う
で
す
。

シ
ヅ
さ
ん
は
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も

食
べ
ま
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１
－
　
　
　
　
　
　
）

短
　
歌

千
社
札
貼
り
た
る
柱
も
古
び
た
り

　
　
　
今
日
は
摩
利
支
天
の
鍔
口
鳴
ら
す

夜
盗
虫
ふ
み
っ
ぶ
し
て
尚
増
し

　
　
　
芽
生
え
し
牛
管
を
つ
ぎ
つ
ぎ
倒
す

一羽生田小－肌◎⑩岳

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

対
岸
よ
り
四
Ｉ
プ
位
い
に
運
ば
る
る

　
　
　
　
　
名
物
団
ｆ
も
旅
の
ひ
と
こ
ま

　
　
　
　
　
　
　
真
夏
日
の
昼
寝
の
夢
を
破
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
イ
ム
の
音
は
孫
の
い
た
ず
ら

止
田
臭
郎
　
　
　
俳
　
句

　
　
　
　
　
　
　
乾
き
た
る
シ
ャ
ツ
快
よ
き
五
月
か
な

海
老
沼
勘
一
　
　
ア
不
キ
ン
の
指
が
浴
衣
の
藍
に
染
む

　
　
　
　
　
　
　
頬
か
ぶ
り
と
れ
ば
知
る
顔
蓬
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
仏
に
も
好
み
の
あ
り
て
桜
餅

贈前句

「風景」　６年　川島美奈子

｢ぼくのがお｣

　－２年　木野内史朗

-

茂
木
　
富
美

渡
辺
　
寅
ハ

宇
井
　
秋
汀

伊
沢
　
克
明

鈴
木
佳
世
子

高
橋
　
田
鶴

｢建物のある風景｣
　　　５年石川　耕一

４年　落合　靖彦
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「
授
業
参
観
日
の
妹
Ｌ

　
　
壬
生
東
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
　
樋
山
　
宗
史

　
ぼ
く
の
妹
は
、
今
年
か
ら
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
、
ひ
ょ

う
き
ん
で
す
。
ぼ
く
が
、
五
年
生
の

時
の
授
業
参
観
の
日
の
こ
と
で
す
。

み
ん
な
静
か
に
勉
強
を
し
て
い
ま
し

た
。
小
さ
な
千
が
何
人
か
き
て
い
ま

し
た
が
、
妹
だ
け
小
さ
な
声
で
話
を

し
た
り
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
ま
し

　
「
私
の
家
族
Ｌ

　
　
壬
生
東
小
学
校
六
年

　
　
　
　
　
　
新
井
　
康
代

　
私
の
家
族
は
、
四
人
家
族
で
す
。

父
は
、
会
社
役
員
に
な
り
ま
し
た
。

呟

毎
日
、
と
て
も
忙
し
そ
う
で
、
日
曜

　
―

　
－
　
－
　
－
　
―
　
－
　
ｍ
　
日
に
出
き
ん
し
た
り
、
夜
も
お
そ
く

　
ー|Ⅲ||Ⅲlllll|IHII目||||||||llll 1 1

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
過
労
死
な
ど
が
騒
が
れ
て

い
ま
す
が
、
働
き
す
ぎ
て
体
を
こ
わ

さ
な
い
様
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
）

だ
。
妹
が
う
る
さ
い
の
で
後
ろ
を
む

い
た
ら
、
か
べ
に
は
っ
て
あ
る
、
「
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
の
絵
を
見
て
、

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
す
っ
と
ん
と

ん
」
と
歌
を
歌
い
出
し
た
の
で
、
先

い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
朝
早

く
起
き
て
、
家
の
服
を
全
部
す
ま
せ

て
か
ら
出
掛
け
る
の
で
、
大
変
だ
な

あ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
お
琴
を
習

康
代
さ
ん
（
右
）
と
姉
の
里
香
さ
ん

生
や
み
ん
な
が
大
笑
い
を
し
ま
し
た
。

　
と
て
も
、
は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

帰
り
に
み
ん
な
が
、
妹
の
こ
と
を
、

　
「
か
わ
い
い
」
と
か
、
「
う
る
さ
い
」

な
ど
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

宗史官（左）と妹の知花ちゃん

　　　　そして父親の利男さん
　
ぼ
く
は
み
ん
な

に
、
め
い
わ
く
を

か
け
た
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
妹
を

し
か
ろ
う
と
思
っ

た
け
ど
、
小
さ
い

し
母
に
し
か
ら
れ

る
か
ら
な
に
も
い

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

っ
て
い
ま
す
が
、
お
姉
さ
ん
は
、
ピ

ア
ノ
や
ギ
タ
ー
な
ど
、
音
楽
が
得
意

で
す
。
た
ま
に
、
お
琴
と
合
奏
を
し

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
が
ｙ
く
帰
っ
て
き
た
時

や
、
休
み
の
日
な

ど
に
は
家
族
で
、

ト
ラ
ン
プ
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
ま
す
。

私
の
家
族
は
四
人

共
、
ゲ
ー
ム
が
大

好
き
で
っ
い
夢
中

に
な
り
ま
す
が
、

私
は
こ
ん
な
時
が

一
番
楽
し
い
で
す
。

チビッ子アjl,ハム

（１歳、長男）かずしげ一成ちやんヽ平

心

平
成
元
年
二
月
三
日
生
ま
れ

　
（
父
）
小
　
平
　
博
　
輝
さ
ん

　
（
母
）
　
　
μ
　
　
三
代
子
さ
ん

ｊ
春
香
さ
ん
か
ｓ
一
言

　
　
　
素
直
で
明
る
い
子
に

　
　
　
育
っ
て
ほ
し
い
。

山田　祐子ちゃん（３歳、長女）

（
至
宝
町
北
）

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
五
日
生
ま
れ

　
　
］
い
」
山

″
田
　
い
　
八
い
に
に
マ

六
美
町
南
部
第
一
ご

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
元
気
で
や
さ
し
い
子
供
に

　
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



各フロックで優勝されたみなさんダブルス戦に熱戦が繰り広げられました

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
家
集
う

　
五
月
二
十
七
日
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
七
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
に
、
町
内
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

愛
好
家
の
皆
さ
ん
ハ
○
名
が
参
加
し
、

ダ
ブ
ル
ス
戦
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
結
果

Ｏ
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
　
山
岸
・
羽
合
組

　
準
優
勝
　
　
斉
藤
・
盛
祖

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

　
優
　
勝
　
　
佐
藤
・
林
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
年
連
続
）

　
準
優
勝
　
　
恩
田
・
柳
沢
組

Ｏ
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
平
石
・
羽
合
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
年
連
想

　
準
優
勝
　
　
石
川
・
本
村
組

○
マ
マ
さ
ん
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
田
中
・
吉
田
組

　
準
優
勝
　
　
中
村
・
鈴
木
組

中
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
　
松
本
・
小
林
組

　
準
優
勝
　
　
山
井
・
荒
川
組

息
の
合
っ
た
好
プ
レ
ー
続
出

　
第
七
回
壬
生
町
テ
ニ
ス
大
会
が
好

天
に
恵
ま
れ
た
五
月
二
十
七
日
、
町

総
合
運
動
場
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行

わ
れ
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
二
八
チ
ー
ム
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
九
チ
ー
ム
、
計
三
七

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ダ
ブ
ル
ス
は
、
二
人
が
一
つ
に
な

り
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
佞
め
と
守

り
を
同
時
に
行
う
も
の
で
、
個
人
の

力
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
息
の
合

っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。

参
加
者
た
ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
で

　
　
　
　
　
　
　
　
）

培
っ
た
成
果
を
充
分
発
揮
し
、
随
所

に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

試
合
結
果

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
高
山
・
出
井
組

　
準
優
勝
　
　
青
木
・
柏
崎
組

　
三
　
位
　
　
島
田
・
高
島
組

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
　
丸
井
・
原
子
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
年
連
続
）

　
準
優
勝
　
　
渡
辺
・
山
口
組

　
三
　
位
　
　
大
森
・
新
組

　
真
紅
を
思
わ
せ
る
快
晴
の
六
月
三

日
、
町
総
介
運
動
場
で
第
九
回
マ
マ

さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
攻
守
と
も
他
チ
ー
ム
を
圧
倒
す

る
試
合
で
勝
ち
進
ん
だ
下
馬
水
ホ
ワ

イ
ト
ス
タ
ー
レ
デ
ィ
ー
ズ
が
、
優
勝

し
ま
し
た
。

試
合
結
緊

優
　
勝
　
ド
馬
本
ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー

　
　
　
　
レ
デ
ィ
ー
ズ

準
優
勝
　
藤
井
マ
マ
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

三
　
位
　
今
井
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

　
μ
　
　
中
泉
マ
マ
ソ
フ
ト

努
力
賞
　
福
和
口

　　わたしたちの力で

　　犯罪のない明るい社会

士回社会を明る宍ぐす藻遅飴①7評LI具T侈O日且]□

言‰詰言言言言莞

ｺ犯罪ぬな拓明右いせ会を作車止七壮行言]]=ﾘ……lj,l

W

　
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

金
九
、
六
〇
七
円
　
　
　
　
（
二
回
）

第
6
1
回
メ
ー
デ
ー
壬
生
地
区
大
会
株

金
ハ
、
○
Ｏ
Ｏ
円
　
吉
田
ヒ
ロ
子
株

　
（
ア
フ
リ
カ
難
民
義
援
金
と
し
て
）

金
三
〇
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
（
二
回
）

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
信
様

金
二
〇
、
〇
〇
〇
円
　
　
こ
一
回
）

　
　
東
日
本
社
会
福
祉
協
力
金
槌

雨用心

にいいに香

まいは三‾保菌産大刀Ｙ

　□　　　　～　乙

七

月

]万の①

尚納ぶ

税

等
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